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 解説1～4行目 

誤 

2 次反応 2A → P は 2 分子のAによる反応であるから、反

応速度定数をkとして、微分方程式は、 

－ 
 d [A] 

 dt 
 ＝2k [A]2 

となる。1回の反応において2分子のAが消費されるから、

右辺に係数2が付く。変数分離してこれを解くと、 

2026/4/17 

正 

反応速度定数は、光吸収、蛍光、電極などの検出方法によ

り計測され、実験的に決定されている。本問では、反応物 A

の初濃度が1.0 mol ･ L－1であり、計測には高すぎることから、

反応速度定数5.4 × 10－3 L ･ mol －1 ･ s －1は、生成物Pに基づ

いて決定されていると考えられる。 

これより、2次反応2A → Pは、1分子のPに対し2分子の

A による反応であるから、反応速度定数を k として、微分方

程式は、 

－ 
 d [A] 

 dt 
 ＝2k [A]2 

となる。1回の反応において2分子のAが消費されるから、

右辺に係数2が付く。変数分離してこれを解くと、 
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